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会場の様子

展示物

～放課後児童支援員認定資格研修開催状況～

山口県西部 2月 9日（火） 下関市勤労福祉会館

14日（日） 〃

3月 2日（水） 〃

16日（水） 〃

山口県中部 1月18日（月） 山口県セミナーパーク

2月16日（火） 山口県社会福祉会館

22日（月） 山口県セミナーパーク

3月13日（日） 〃

山口県東部 1月24日（日） スターピア下松

2月 2日（火） 〃

2月17日（水） 周南地場産業センター

2月28日（日） スターピア下松

◇山口県学童保育連絡協議会、2015年度役員体制◇

会長 世良輝久 （岩国市・保護者ＯＢ）

副会長 穴吹明美 （宇部市・支援員）

〃 浦中亜起代 （下松市・支援員）

〃 梶田幸代 （下松市・支援員）

〃 柳田祐子 （光市・支援員）

〃 山下友江 （宇部市・支援員）

副会長(会計) 田中よし子 （美祢市・支援員）

事務局長 瀧口裕也 （下関市・支援員）

事務局次長 郷谷卓功 （美祢市・支援員）

会計監査 岡村昌平 （下関市・学童関係者）

☆月刊『日本の学童ほいく』の活用を☆

月刊『日本の学童ほいく』をしっかり読んでいますか？月刊誌の内容は、学童保育に関す

るあらゆる知識が詰まっています。読み込むだけで支援員さんの専門性を深めていくこと

にも繋がりますので、置いておくだけではなくて、しっかりと読んでいきましょう！！

◇『指導員』から『支援員』に◇

今年度から、指導員という名称は、

支援員へと移行しました。福祉系の

専門職として、新たに『放課後児童

支援員』という資格が創設されたこ

とを受けての変更です。山口県連協

でも、総会の承認を経て、名称はす

べて支援員に変更となりました。

☆第５０回全国学童保育研究集会☆

１１月７日８日大阪で全国学童保育研究集会が開催され

ました。今年は5,000名を超える参加があり、山口県から

は11名が参加をしました。来年は愛知県での開催となり

ます。年に一度の全国研に参加していきましょう！！

学童保育ハンドブック・第2次改訂版が発売!!

新制度で変更点も多くある事から、ハンドブックの改

訂版が発売されました。学童保育について必要な情報

が多数掲載されています。

お求めは山口県連協までご連絡ください。

☆山口県学童保育連絡協議会定期総会報告☆

○『支援員』へと名称を変更する。

○名称変更に伴う会則の改定を行う。

○新役員体制。（右下参照）

○定期総会の開催時期は6月とする。

○会計年度を6月1日～翌年5月31日までとする。

○県連協会員への働きかけの内容を定める。

○運営委員会を毎月開催する。（8月を除く）

○月刊誌、書籍の取り扱いを定める。 など

第13回山口県学童保育講座が11月29日（日）に開催されました。参加者数は105名と昨年度よりも減ってしまい

ましたが（認定資格研修に予算を確保するという理由で、参加を断る自治体が出てきたことで）、急遽会場を縮

小して、アットホームな研修をテーマに、カフェコーナーや展示室を設け、参加者がゆったり学べるように工夫し

ました。そのため、多くの参加者から『よかったよ』の声を頂き、こんな雰囲気の研修だったら来年も参加したいと

いう方が多くいました。

今年の全体会は、広島県連協の大内理枝さんです。認定資格研修で学ぶこととなる、設備運営基準及び運営

指針についてお話をして頂きました。また、分科会では、『学童保育の生活づくり』も担当して頂きました。

その他の分科会では、前崎勝則先生の『特別なニーズを持つ子どもとの関わり方』、楠凡之先生の『保護者とど

うつながっていけるの

か』、鍋倉功先生の『子ど

もの思いを分かちあう』、

山口県連協担当の『支援

員の仕事とは』などです。

それぞれ、20人程度が

参加をして、学び合った

分科会となりました。


